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出演者：ＰＵＲＩ／田中悠美子（三味線・声）／松田惺山（尺八）／
吉田敬洋（太鼓）

時　間：開演午後７時（開場午後６時30分）
会　場：まつだい「農舞台」
入場料：一般3,000円（前売2,500円）、中学生以下無料

　十日町市・津南町を熱気に包む「大地の芸術祭」の継続

開催が決定し、次回2009年（平成21年）の開催に向けて準

備が進められています。

　芸術祭は３年に１度の開催です。あの感動と興奮を２年

後につなげ、芸術祭にかかわる人々のきずなをより強くす

るために、今年は８月１日D～９月２日Aの33日間にわた

り、「2007夏 越後妻有 大地の祭り」を開催します。

　これまで、芸術祭が開催されない年に行われていた「10

Days」から、質・量ともに大きく充実した今年の「大地の

祭り」をお楽しみください。

今
回
の
「
２
０
０
７
夏
　
越
後
妻
有
　
大
地
の
祭
り
」
は
、
昨
年
大
好
評
だ
っ

た
空
家
作
品
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
設
置
さ
れ
た
約
１
６
０
点
の
作
品
群
を
、
会

期
中
毎
日
公
開
し
ま
す
。

ま
た
、
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
や
、
作
家
や
建
築

家
と
と
も
に
作
品
づ
く
り
を
体
感
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
る
な
ど
、

毎
日
ど
こ
か
で
多
彩
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
里
山
か
く
れ
ん
ぼ
、
越
後
妻
有
こ
ど
も
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

な
ど
の
詳
細
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
。

第４回大地の芸術祭に向けて

【パスポート】

１　日　券／大人2,000円・小人1,000円　

連続２日券／大人2,800円・小人1,400円

【チケット販売所】

まつだい農舞台、十日町駅（ほっくほく何で

も案内所）、まつだい駅（観光案内所）、光の

館、キョロロ、キナーレ及び空家開館作品

※パスポート有効期間中、空家プロジェク

ト作品と農舞台、キョロロ、光の館及び

十日町市博物館を１回ずつ鑑賞できます。

また、大地の祭り関連イベントの入場料

が割引になります。２回目以降はパスポ

ート提示で個別鑑賞券が半額になります。

【個別鑑賞券】

●500円＝うぶすなの家（みしゃぐち含む）、

光の館、農舞台、最後の教室、夢の家な

ど上湯４作品、キョロロ

●300円＝空家プロジェクト作品

◎十日町市、津南町の小・中学生は、空家

プロジェクト作品と農舞台を無料で鑑賞

できます。詳細は、学校から配布される

資料をご覧ください。

アート鑑賞チケット

昨年の「世界太鼓フェスティバル」にも参加した韓国№１の若手音楽集

団「ＰＵＲＩ」がやってきます。鬼太鼓座の松田惺山なども加わり、新

しいアジアの音の交響が「大地の祭り」の幕開けを告げます。

8月1日（水）：まつだい農舞台　

里山ミュージックフェスティバル'07

「音･楽･市」

出演者：吉田勘緑（文楽座）／坂田明（サックス）

／松苧太鼓（太鼓）

時　間：午後６時開演

会　場：儀明劇場・倉

入場料：一般3,000円（前売2,500円）、中学生以下無料　

2003年に完成した儀明劇場の定期公演です。自然と

人間界の境界を文楽人形とジャズ、そして地元芸能の共

演によってたくみに表現します。

まつだい文楽劇場

「シャーマンの叫び(仮)」

8月18日（土）・
19日（日）

まつだい農舞台
9月1日（土）：儀明劇場・倉

２
日
間
に
わ
た
り
、
農
舞
台
周
辺
で
地

元
の
物
産
や
音
に
関
す
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、に
ぎ

や
か
な
祝
祭
の
場
を
創
出
し
ま
す
。
18
日

の
午
後
６
時
30
分
か
ら
は
鬼
太
鼓
座
な
ど

に
よ
る
有
料
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

出演者：鬼太鼓座／バンブー･オーケストラ　ほか

時　間：両日とも午前10時～午後７時

コンサートは午後６時30分～（開場午後６時）

会　場：まつだい「農舞台」

入場料：無料。18日の有料コンサートは一般3,000円

（前売2,500円）、中学生以下無料

多くの作品を鑑賞するには、この「里山アートツアー」がお勧めで

す。専門のガイドがご案内します。

運行日：「大地の祭り」会期中の毎週土・日曜日

北回りコース＝奇数日、南回りコース＝偶数日

料　金：大人4,000円、小人3,000円（昼食代、鑑賞チケット代別）

申込先：越後交通㈱予約専用フリーダイヤル（10120-865-615）

【北回りコース】

9:10越後湯沢駅東口→10:15十日町駅西口→「越後妻有交流館･キナー

レ」（車窓）→「安堀雄文記念館」「妻有田中文男文庫（仮）」→「バタフ

ライパビリオン」ほか→「胞衣 みしゃぐち」→「うぶすなの家」【自由

昼食】→「光の館」「ベリースプーン」ほか→「名ヶ山写真館」→「LIFE

Work＋みどりの部屋プロジェクト」→「繭の家―養蚕プロジェクト」

→「マウンテン」→「まつだい農舞台」「棚田」ほか→17:40十日町駅

西口→18:40越後湯沢駅東口

【南回りコース】

9:10越後湯沢駅東口→10:15十日町駅西口→「影（ei）／来し方 行き先」

「フロギストン」→「脱皮する家」→星峠の棚田→「まつだい農舞台」

【自由昼食】→「棚田」ほか【松代城山里山アート散策】→「ステップ

インプラン」（車窓）→「森の学校 キョロロ」→「夢の家」「収穫の家」

ほか→「最後の教室」→「日本に向けて北を定めよ（74°33′22″）

ほか（車窓）→「ポチョムキン」→「再構築」→17:40十日町駅西口

→18:40越後湯沢駅東口

「里山アートツアー」
（定期観光バス）のご案内

問合せ：観光交流課芸術祭推進室
1 7 5 7 － 2 6 3 7
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ミュージック＆リズムス in 越後妻有

「大地に響け！日韓の鼓動」

K.Kawase

開催期間：8月1日（水）～9月2日（日）
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◆作品名

｢カシコ｣

◆制作者

村上友彦

◆設置場所

㈱フジミック新潟
前（泉町）

◆作品名

｢ミヤマクワガタ｣

◆制作者

佐藤正和　　　　　

◆設置場所

ホテル むかでや前
（高田町２）

申込み・問合せ　教育委員会生涯学習課（中央公民館内）1 7 5 7 － 8 9 1 8

石を削って、ペーパーウエイトを作ろう。

石は、子どもでも削れるやわらかい石を使用します。

■日　時 ８月５日a午前９時30分～（２時間程度）

■会　場 総合体育館北側広場（石彫シンポジウム会場）

■参加費 無　料

■申込み締切り ８月２日e

公
開
制
作
会
場

セブンイレブン

市役所

参加作家３人による小作品展です。

■期　間 ８月１日d～８月19日a

午前10時～午後７時

（入場無料）

■会　場 ギャラリー６坪

（十日町駅西口）

◆作品名 ｢ヤッホー｣     

◆制作者 明田一久

◆設置場所

㈱コロネット前
（高田町２）

彫刻体験教室

作家展

◆期　　間　７月28日G～８月19日A

◆制作会場　十日町市総合体育館北側広場

◆参加作家　村
むら

上
かみ

友
とも

彦
ひこ

佐
さ

藤
とう

正
まさ

和
かず

明
あけ

田
た

一
かず

久
ひさ

十
日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

モ
ク
ベ
エ
伝
説

杢も
く

坂ざ
か

の
由
来
（松之山・兎口）

地
域
の
伝
説

講
談
で
語
り
継
ぐ

今
か
ら
お
よ
そ
５
０
０
年
前
、
松
之

山
・
兎
口
集
落
に
杢も

く

兵べ

衛え

と
い
う
村む

ら

長お
さ

が

住
ん
で
い
ま
し
た
。
杢
兵
衛
は
３
つ
に
な

る
坊
や
と
妻
の
３
人
で
仲
良
く
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。
あ
る
春
の
こ
と
、
兎
口
集
落

を
中
心
に
大
き
な
地
す
べ
り
が
起
こ
り
ま

し
た
。
民
家
や
田
畑
、
山
林
な
ど
に
亀
裂

が
入
り
、
大
き
く
動
き
始
め
た
の
で
す
。

連
日
止
む
こ
と
の
な
い
地
鳴
り
に
、
村
人

た
ち
は
杢
兵
衛
の
家
に
集
ま
り
知
恵
を
出

し
合
い
ま
し
た
が
妙
案
は
浮
か
ば
ず
、
天

に
頼
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
村
の
祈き

祷と
う

師

に
よ
れ
ば
、
大
地
の
怒
り
を
鎮
め
る
た
め

に
人
柱
を
捧
げ
よ
と
天
の
お
告
げ
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
。
誰
を
捧
げ
る
か
、
村
人
は

顔
を
見
合
わ
せ
困
り
果
て
ま
し
た
。

あ
る
日
、
村
の
男
た
ち
は
集
ま
っ
て
誰

が
人
柱
に
な
る
か
決
め
て
い
ま
し
た
。
妻

や
子
、
年
老
い
た
両
親
を
残
し
て
誰
も
進

み
出
る
者
は
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は

村
は
な
く
な
り
、
み
ん
な
が
苦
し
む
こ
と

に
な
る
。そ
う
憂
え
た
杢
兵
衛
は
「
ふ
ん
ど

し
を
繕
っ
て
あ
る
者
を
人
柱
に
し
よ
う
」

と
提
案
し
ま
し
た
。
男
た
ち
は
恐
る
恐
る

ふ
ん
ど
し
を
確
か
め
合
い
ま
し
た
。
す
る

と
、
言
い
出
し
た
杢
兵
衛
の
ふ
ん
ど
し
に

繕
い
が
あ
り
ま
し
た
。
前
の
晩
、
自
分
で

繕
っ
た
ふ
ん
ど
し
を
わ
ざ
と
し
て
き
た
杢

兵
衛
は
、
自
ら
の
身
を
天
に
捧
げ
村
を
救

お
う
と
思
っ
た
の
で
す
。

講
談
│

杢
坂
由
来
│
（
あ
ら
す
じ
）

か
く
し
て
、
杢
兵
衛
の
尊
い
犠
牲
に
よ

り
、
松
之
山
の
大
地
す
べ
り
は
治
ま
り
ま

し
た
。
埋
め
ら
れ
た
そ
の
地
に
は
杢
兵
衛

の
希
望
ど
お
り
に
コ
ブ
シ
が
植
え
ら
れ
、

春
に
は
き
れ
い
な
花
が
咲
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
│
│

松
之
山
は
、
そ
の
後
い
く
た
び
か
地
す

べ
り
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
た
び
に
人
々
は
地
す
べ
り
に
果
敢
に

立
ち
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。
５
０
０
年
前
、

故
郷
を
守
ろ
う
と
し
た
杢
兵
衛
の
思
い
は
、

今
も
こ
の
地
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

６
月
の
土
砂
災
害
防
止
月
間
に
ち
な
ん
で
、
防
災
意
識
の
啓
発
と
地
す
べ
り
に
挑
ん
だ
先

人
の
伝
説
を
後
世
に
語
り
継
ご
う
と
６
月
28
日
E
、
松
之
山
体
育
館
で
防
災
・
地
す
べ
り
講

演
会
「
モ
ク
べ
エ
伝
説
　
杢
坂
の
由
来
」〈
松
之
山
地
す
べ
り
講
談
講
演
会
実
行
委
員
会
（
県

十
日
町
地
域
振
興
局
／
市
／
松
之
山
杢
右
衛
門
ク
ラ
ブ
）
主
催
〉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演

会
で
は
、
国
土
交
通
省
湯
沢
砂
防
事
務
所
・
長
井
義
樹
所
長
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
元
N
H

K
解
説
主
幹
・
吉
村
秀
實
氏
が
地
す
べ
り
の
仕
組
み
や
防
災
へ
の
心
が
け
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド

を
使
っ
て
解
説
。
梅
雨
の
こ
の
季
節
へ
の
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
釈
師
・
神
田
香
織
さ
ん
に
よ
る
地
域
に
伝
わ
る
モ
ク
ベ
エ
伝
説
を
講
談
に
し
た

「
杢
坂
由
来
」
が
口
演
さ
れ
、
集
ま
っ
た
地
域
の
人
た
ち
や
地
元
小
・
中
学
生
、
保
育
園
児
な

ど
約
５
０
０
人
は
神
田
さ
ん
の
名
調
子
に
終
始
浸
っ
て
い
ま
し
た
。

熱演する神田香織さん

演
会
を
と
お
し
て
、防
災
へ
の
心
が
け
と
、

人
の
た
め
に
役
立
つ
大
切
さ
を
学
ん
で
ほ

し
い
で
す
」
と
開
催
へ
の
思
い
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

講
演
で
長
井
所
長
は
、「
新
潟
県
は
、
日

本
で
一
番
地
す
べ
り
災
害
が
多
く
全
国
の

４
分
の
１
を
占
め
ま
す
。
第
３
紀
層
と
い

う
地
層
に
水
が
入
り
込
む
こ
と
で
、
重
さ

に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
地
面
が
動
い
て

し
ま
う
の
で
す
」
と
、
地
す
べ
り
の
仕
組

み
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。吉
村
さ
ん
は
、

「
歴
史
的
に
も
亥
年
は
災
害
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
然
災
害
に

つ
い
て
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
注
意
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
講
演
会
を
主
催
し
た
団

体
の
一
つ
、「
松
之
山
杢
右
衛
門
ク
ラ
ブ
」

の
相
沢
正
平
会
長
（
56
歳
）
は
、「
こ
の
講

講
談
「
杢
坂
由
来
」
は
、
松
之
山
地
域

で
防
災
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
を

行
う
「
松
之
山
杢
右
衛
門
ク
ラ
ブ
」
が
、
吉

村
秀
實
さ
ん
の
助
言
を
得
て
伝
説
の
講
談

化
を
実
現
。
今
年
３
月
、
東
京
・
上
野
で

初
演
さ
れ
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

伝
説
に
な
ら
う
防
災
と
愛
郷

平成９年に杢兵衛をしのんで建立された碑
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①
十
日
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

②
７
月
29
日
現
在
で
満
20
歳
（
昭
和
62
年

７
月
30
日
生
ま
れ
）
以
上
の
人

③
平
成
19
年
４
月
11
日
以
前
か
ら
十
日
町

市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
　

※
４
月
12
日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
、

前
住
所
地
の
市
町
村
で
投
票
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

入
場
券
は
、は
が
き
で
お
届
け
し
ま
す
。

は
が
き
下
の
す
み
の
両
側
を
は
が
し
て
、

ミ
シ
ン
目
で
切
り
離
し
、
各
自
、
投
票
の

際
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
入
場
券
が
な
い

投
票
の
開
始
は
、
午
前
７
時
か
ら
で
す

が
、
投
票
の
終
了
時
間
は
、
投
票
所
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
入
場
券
に
記
載
し
て

あ
る
投
票
所
と
投
票
終
了
時
間
を
よ
く
確

認
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
７
月
12
日
E
に
公
示
さ
れ
７
月

29
日
A
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
参
議
院
議
員
選
挙
は
、
候
補
者
に
投

票
す
る
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙
と
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
た
候
補
者

ま
た
は
候
補
者
名
簿
を
届
け
出
た
政
党
な
ど
に
投
票
す
る
比
例
代
表
選

出
議
員
選
挙
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
国
の
進
路
を
決
め
る

大
切
な
選
挙
で
す
。
安
心
し
て
政
治
を
ま
か
せ
ら
れ
る
代
表
者
を
選
ぶ

た
め
、
積
極
的
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
請

求
期
限
は
、
投
票
日
の
４
日
前
の
７
月
25

日
d
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
事
前
に
郵
便

投
票
等
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
に
定
め
ら
れ
た
障
害
が
記
載
さ
れ
て

い
る
人

②
介
護
保
険
の
要
介
護
度
状
態
区
分
が

「
要
介
護
度
５
」と
記
載
さ
れ
て
い
る
人

ま
た
、
上
肢
ま
た
は
視
覚
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
人
は
、
代
理
記
載
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
資
格

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

場
合
で
も
投
票
所
で
再
発
行
し
ま
す
。

◆
日
時
＝
７
月
29
日
a

午
後
９
時
〜

◆
会
場
＝
十
日
町
市
総
合
体
育
館

※
開
票
状
況
は
、
十
日
町
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.c
ity
.to
k
a
m
a

c
h
i.n
iig
a
ta
.jp
/

）
で
も
公
表
し
ま
す
。

十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
十

日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
）
1
７

５
７
｜
３
１
９
１
ま
た
は
各
支
所

の
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
所

◆問合せ◆

◆
不
在
者
投
票
＝
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
、
仕

事
な
ど
で
十
日
町
市
を
離
れ
て
い
る
人
、

選
挙
期
日
に
な
ら
な
い
と
20
歳
に
到
達
し

な
い
人
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

対
象
者
は
、
封
入
し
て
署
名
を
す
る
不
在

者
投
票
と
な
り
ま
す
。

※
指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
病
院
・
施
設

投
票
日
当
日
、
都
合
に
よ
り
投
票
所
に

行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
又
は
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票
＝
宣
誓
書
の
提
出
が
必
要

で
す
が
、
投
票
用
紙
に
記
入
後
、
直
接
投

票
箱
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
期

日
前
投
票
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

十日町地域

川 西 地 域

中 里 地 域

松 代 地 域

松之山地域

地　域

十日町保健センター（市役所隣）
１階　選挙事務室

川西地域活性化センター（十日町市
川西支所裏）４階　第２研修室

十日町市中里支所３階
中会議室

十日町市松代支所４階
第４会議室

十日町市松之山支所前事務所

期 日 前 投 票 所

の
担
当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
＝
７
月
13
日
f
〜
７
月
28
日
g
ま

で
の
毎
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は
、
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
印
鑑
は
不
要
で
す
。

①
新
潟
県
選
出
議
員
選
挙
（
投
票
用
紙
・

う
す
い
黄
色
）
‥
候
補
者
の
氏
名
を
記

入
②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
（
投
票
用

紙
・
白
色
）
‥
候
補
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
た
候
補
者
ま
た
は
候
補
者
名
簿
を
届

け
出
た
政
党
な
ど
の
名
称
を
記
入

投
票
時
間

十
日
町
市
開
票
区
の
開
票

投
票
の
順
序

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

郵
便
等
投
票
に
よ
る
不
在
者
投
票

入
場
券

（
売
却
方
法
）

一
般
競
争
入
札

（
申
込
方
法
）

入
札
参
加
申
込
書
と
関
係
書
類
を
添
え
、
受
付
場
所
で

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
‥
市
役
所
本
庁
３
階
　
建
設
課
区
画
整
理
室

受
付
期
間
‥
７
月
10
日
c
〜
８
月
10
日
f

受
付
時
間
‥
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
、
祝
祭
日
を
除
く
）

（
現
地
説
明
会
）

７
月
25
日
d
午
後
１
時
30
分
か
ら
（
現
地
集
合
）

（
入
札
日
）

日
　
　
時
‥
８
月
17
日
f
午
後
２
時
か
ら

会
　
　
場
‥
市
役
所
本
庁
３
階
　
全
員
協
議
会
室

（
問
合
せ
）

建
設
課

区
画
整
理
室
（
1
７
５
７
│
３
１
５
０
）

〈16m道路〉� 〈８m道路〉�

〈22m道路〉�

西本町地内の保留地�
売却のお知らせ�

西本町土地区画整理事業の保留地（宅地）の一

部を、一般競争入札により売却します。

《西本町保留地位置図》

番号

19

街区名

11

区画名

１

地目

宅地

地積（㎡）

2,464.21

入札最低価格（円）

130,110,288

詳細は市のホームページ
（http ://www.c i ty . tokamach i . n i igata . jp/）

をご覧ください。

市
は
、
十
日
町
病
院
を
公
設
（
県
設
）

民
営
形
態
（
※
）
の
地
域
中
核
病
院
と
し

て
、
早
期
に
改
築
す
る
よ
う
県
に
要
請
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
松
代
・
松
之
山
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
、
松
代
病
院
を
公
設
民

営
化
す
る
こ
と
に
理
解
を
い
た
だ

い
た
こ
と
か
ら
、
松
代
病
院
を
十

日
町
病
院
と
同
様
の
公
設
民
営
形

態
の
病
院
と
し
て
、
引
き
続
き
維

持
す
る
よ
う
県
と
協
議
し
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。

十
日
町
病
院
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
松
代
病
院
は
、
十
日
町
病
院

の
分
院
と
位
置
付
け
て
、
公
設
民

営
化
す
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
安
全
・
安
心
を
高
め
、

よ
り
よ
い
医
療
体
制
を
築
く
た
め
、
松
代

病
院
の
病
院
機
能
の
維
持
と
一
日
も
早
い

十
日
町
病
院
の
改
築
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
代
病
院
は
、
十
日
町
病
院
と
同
様
の
公
設
民
営
の
形
態
で

運
営
で
き
る
よ
う
、
県
と
の
協
議
を
進
め
ま
す

※
公
設
民
営

自
治
体
な
ど
の
公
共
団
体
が
設
立
し
、

民
間
の
法
人
な
ど
が
事
業
の
管
理
・

運
営
を
担
う
方
式
。

健
康
支
援
課

十
日
町
病
院
建
設
推
進
室

1
７
５
７
│
３
１
８
７

●問合せ●

まつだいふるさと会館で行われた懇談会
（6月14日E）
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平
成
19
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
率
を

決
定
し
ま
し
た
。
税
率
は
18
年
度
と
同
じ

で
す
が
、医
療
分
限
度
額
を
５
３
０
、０
０

０
円
（
18
年
度
）
か
ら
５
６
０
、０
０
０
円

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。介
護
分
は
９
０
、０

０
０
円
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が
加
入
し
て

い
る
場
合
は
、
介
護
保
険
の
第
２
号
被
保

険
者
と
し
て
介
護
納
付
金
分
を
合
わ
せ
た

額
が
国
民
健
康
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

保
険
税
の
納
入
通
知
書
は
、
７
月
13
日

f
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
期
限
ま
で

の
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
」
は
、
病
気
や
け
が

を
し
た
と
き
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
保
険
税
を
出
し
合
い
助

け
合
う
制
度
で
す
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険証と高齢受給者証（該当者のみ）の更新分を世帯単位で郵送します。学生の保険証も市内の家

族あてに郵送します。発送は７月25日dの予定です。今までの保険証と高齢受給者証は７月31日で使えなく

なりますので、各家庭で裁断するなど破棄してください。保険証が届いたら、住所・世帯主名・加入者名など

を確認し、裏面の注意事項をよくお読みください。記載事項に誤りがある場合は、届け出てください。

【有効期限について】

通常の有効期限は平成20年７月31日ですが、制度改正に伴い次の人は有効期限が違います。

①現在老人保健制度の適用を受けている人②平成20年７月30日までに75歳に達する人③現在退職者医療制度

の適用を受けている65歳以上の人、及び被扶養者④現在退職者医療制度の適用を受けている人で平成20年７

月１日までに65歳になる人、及び被扶養者

有効期限が平成20年７月31日でない人には、後日新しい制度での保険証を送付します。

国民健康保険証と高齢受給者証の更新について

問合せ　介護国保課国保係　1757-3111（内線165）

所得割率

資産割率

均等割額

平等割額

限 度 額

区　分

6.2％

27％

24,000円

23,000円

560,000円

医療分税率 介護分税率

1.0%

─

8,000円

─

90,000円

保険税の計算例（医療分）

★世帯の中の国保加入者…………………………２人
★営業所得…………………………………… 150万円
★固定資産税額（土地・家屋）…………… 45,000円
①所 得 割　
（150万円－基礎控除33万円）×6.2％＝72,540円
②資 産 割　45,000円×27％＝12,150円
③均 等 割　２人×24,000円＝48,000円
④平 等 割　23,000円

Ａ　合計（①＋②＋③＋④）＝155,600円
（100円未満切捨て）

保険税の計算例（介護分）

★世帯の中の国保加入者…………………………２人
★営業所得…………………………………… 150万円
①所 得 割
（150万円－基礎控除33万円）×1.0％＝11,700円
②均 等 割　２人×8,000円＝16,000円

Ｂ　合計（①＋②）＝27,700円　
（100円未満切捨て）

世帯の国保税の合計＝Ａ＋Ｂ＝183,300円

税
率
を
決
定
し
ま
し
た�

平
成
　
年
度 

国
民
健
康
保
険�

19�

水道事業のお知らせ

平成18年度水道事業下半期の業務状況と19年度予算をお知らせします。
■問合せ＝上下水道局事務係 1757-3115（内線93）

資本的収入及び支出

収益的収入及び支出

給水業務量の状況

※収入が支出に対して不足する�
　額は、減価償却費などの留保�
　資金で補てんします。�

※消費税相当分を
除いて表示

※給水栓数は、調定件数（平均）です。

※給水量は、収入調定水量です。

※上半期分は市報18年11月10日号に掲載してあります。

区　　分
18年度

下半期

給水戸数（栓） 12,226

1,881,432

10,337

17年度

下半期

12,207

1,895,519

10,415

前 年 度 比

増　減

19

△ 14,087

△ 78

比率（％）

0.2

△ 0.8

△ 0.8

総　　数（k）給
水
量 一日平均（k）

18年度下半期の業務状況

19年度予算
（業務の予定量）

１．給水戸数……………………… 11,200戸

２．年間総給水量……………… 3,780,000k

３．一日平均給水量…………………10,328k

平成18年10月１日
～19年３月31日 損 益 計 算 書 平成18年10月１日

～19年３月31日

19年度予算
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

６
月
24
日
a
、
松
之
山
地
域
の
全
住
民

を
対
象
に
し
た
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
約
１
、
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、「
同
日
午
前
８
時
15
分
、
松
之
山

を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・

０
の
直
下
型
地
震
が
発
生
」
と
い
う
想
定

で
開
始
。
住
民
は
サ
イ
レ
ン
の
合
図
で
自

宅
の
点
検
や
戸
締
り
な
ど
を
し
た
後
、
そ

れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
一
時
避
難
所
に
避
難

し
、
安
否
確
認
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

６
月
８
日
f
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
第
２
回
川
西
地
域
協
議
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
川

西
地
域
住
民
の
総
意
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く

り
・
く
ら
し
づ
く
り
」
の
目
標
を
立
て
、

そ
の
実
現
に
向
け
て
地
域
振
興
基
金
を
活

用
し
た
川
西
地
域
振
興
計
画
策
定
に
着
手

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
た
め
、
協
議
会
で
は
、
川

西
支
所
と
協
働
し
て
川
西
地
域
振
興
計
画

検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今

後
は
、
川
西
支
所
の
各
課
や
振
興
会

を
単
位
と
し
た
地
区
、
各
種
団
体
関

係
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
掘
り
起
こ
す
作
業
を
進

め
、
具
体
的
テ
ー
マ
を
定
め
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
西
地
域
振
興
計
画
に
つ
い
て
の

質
問
や
意
見
は
、
川
西
支
所
地
域
振

興
課
自
治
振
興
係
（
1
７
６
８
｜
４

９
５
１
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

６
月
24
日
a
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
千
年
の
森
ホ
ー
ル
で
「
第
３
回
琴

伝
流
大
正
琴
魚
沼
地
区
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
の
グ
ル
ー
プ
の
ほ
か
、
津
南

町
や
南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
、
遠
く
は
長
野
県

な
ど
か
ら
23
の
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

現
在
、
愛
好
者
が
全
国
で
１
０
０
万
人
と

い
わ
れ
て
い
る
大
正
琴
。
こ
の
日
も
会
場
は

超
満
員
で
、
補
助
椅
子
も
満
席
に
な
る
ほ
ど

の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
観
客
は
、
演
奏
者

が
奏
で
る
優
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
音
色
に

合
わ
せ
、
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

大正琴魚沼地区大会ひだまりプール３周年記念企画

『介護予防シンポジウム』
ひだまりプール開業３周年を記念して、７月１日a、千

手中央コミュニティセンターで「介護予防シンポジウム」

が開催されました。第１部の基調講演では「医療・介護費

抑制への取り組みと成果」をテーマに、高橋賢一氏（明治

学院大学名誉教授）と宮地元彦氏（独立行政法人国立健

康・栄養研究所健康増進研究部身体活動研究室長）、関口

陽子氏（エリアドゥ21代表）の３氏が講演し、会場に訪

れた約230人の観衆は終始真剣に聞き入っていました。

第２部では「各地の実情にあった取り組み」について、

当市のほか、湯沢町・南魚沼市（旧大和町）・長岡市（旧小

国町）の保健師が報告しました。同日、ひだまりプールで

は水中体操教室、

シンポジウム会

場では健康体操

の実技デモンス

トレーションが

行われました。

上杉房能公500年祭開催
永正４年（1507）８月、越後守護職だった上杉房

能公が守護代の長尾為景に追われ、松之山天水越で自

刃して500年。松之山観光協会では上杉房能公祭実行

委員会を立ち上げ、房能公をしのぶ舞踊や講談、国重

要無形民俗文化財「綾子舞」の公演など房能公500年

祭を開催します。

●日時：８月12日a 午前９時～正午

●内容：①俳句会　②舞踊「管領塚物語」地元舞踊家

③講談「管領塚の由来」講釈師：神田愛山

④舞踊「綾子舞」柏崎市綾子舞保存振興会

●会場：山の上の能楽堂（雨天時は松之山体育館）

●入場料：

無　料

●問合せ：松

之山支所地

域振興課内

上杉房能公

祭実行委員

会（1596-

-3134）

メ
ー
ン
会
場
の
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

駐
車
場
で
は
、
小
野
塚
良
雄
支
所
長
を
現

地
本
部
長
と
す
る
現
地
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
、
支
所
職
員
に
よ
る
応
急
救
護
所
設

置
訓
練
や
避
難
所
開
設
訓
練
な
ど
を
実

施
。
消
防
団
に
よ
る
避
難
広
報
訓
練
で
は
、

一
時
避
難
所
へ
待
機
し
て
い
た
松
里
地
区

自
主
防
災
会
の
皆
さ
ん
約
３
０
０
人
を
誘

導
し
、
ス
キ
ー
場
駐
車
場
へ
避
難
さ
せ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
会
場
で
は
消
火

器
取
扱
訓
練
や
バ
ケ
ツ
リ
レ

ー
に
よ
る
消
火
訓
練
、
救
急

法
訓
練
が
行
わ
れ
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
本
番
さ
な

が
ら
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
消
防
団
に
よ
る

水
防
訓
練
や
林
野
火
災
消
火

訓
練
、
新
潟
県
消
防
防
災
航

空
隊
の
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
負

傷
者
救
出
訓
練
も
行
わ
れ
、

参
加
し
た
多
く
の
住
民
は
防
災
の
大
切
さ

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
し
た
。

「
み
ん
な
で
守
ろ
う

地
域
の
安
全
」

松
之
山
地
域
で
総
合
防
災
訓
練
実
施

真夏の笑い祭典  薪のある狂言
フェスティバル たきぎ

かがり火がたかれた幻想的な雰囲気の中で、狂言

「痩松」・「咲嘩」の２演目と小舞「田植」が演じら

れます。松之山地域の夏の風物詩「薪のある狂言」に

足を運んでみませんか。

●日時：８月12日a 午後７時開演

●会場：山の上の能楽堂（雨天時は松之山体育館）

●前売り入場券〈全席指定〉：大人／ＳＳ席　6,000

円、Ｓ席　5,000円、Ａ席　3,500円（高校生以下は

各1,000円引き）※当日券各500円増し

●申込み・問合せ：真夏の笑い祭典実行委員会

（1596－3788）

川
西
地
域
振
興
計
画
検
討
部
会
を
設
置

川
西
地
域
振
興
計
画
検
討
部
会
を
設
置

＝

第
２
回

川
西
地
域
協
議
会
開
催

＝
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３人兄弟のまん中のゆさちゃんはとってもはず
かしがりやさん。お家の周りでお兄ちゃんといっ
しょに虫を採って遊ぶのが日課です。ミミズやカ
エルも平気で捕まえられます。

たなべ　ゆさちゃん　
平成16年1月25日生まれ　
松之山松口

田辺　斎笹
ちゃん

上村　英　
ちゃん

「おかあさんといっしょ」のしょうこおねえさん
が大好きなすーちゃん。リズムに合わせて歌を歌
ったり踊ったりするのがとっても上手。妹のまこ
ちゃんを守ってくれるやさしいお兄ちゃんです。

かみむら　すぐるちゃん　
平成16年9月17日生まれ　
山崎

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
は
誰
に
で
も
あ

り
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
続
く
と
こ

こ
ろ
の
健
康
を
損
な
い
ま
す
。
ス
ト

レ
ス
は
、
人
に
話
す
こ
と
や
人
の
話

を
聴
こ
と
で
軽
減
で
き
ま
す
。

「
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
に
相
談

で
き
る
人
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。」

慮
し
な
い
で
、
家
族
や
周
囲
の
人
に

協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

25

問合せ
健康支援課成人保健係
TEL757-3111（内線126）

VOL.27

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3112（内線214）まで

市
で
は
、
６
月
17
日
a
の
企
画
提
案
会
を

受
け
、
地
域
情
報
化
に
お
け
る
連
携
事
業
者

を
「
東
日
本
電
信
電
話
㈱
新
潟
支
店
（
以
下

Ｎ
Ｔ
Ｔ
）」
と
「
㈱
エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
」

の
２
社
連
合
に
決
定
し
ま
し
た
。
市
は
こ
の

連
携
事
業
者
の
提
案
を
基
に
、
問
題
点
な
ど

を
協
議
し
な
が
ら
、
地
域
情
報
化
の
実
行
計

画
で
あ
る
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
作
成

し
ま
す
。

今
号
か
ら
数
回
に
わ
た
り
、
連
携
事
業
者

の
提
案
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
な
お
、
提
案
内
容
の
概
要
は
今
後
協
議

す
る
中
で
一
部
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
の
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ

て
の
家
庭
で
使
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◇
通
信
速
度
‥
最
大
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
（
上

り
・
下
り
と
も
ベ
ス
ト
エ
フ
ォ
ー
ト
型
）

◇
利
用
料
金
‥
月
額
５
、
４
６
０
円
（
税
込
）

※
別
途
プ
ロ
バ
イ
ダ
料
金
が
必
要
で
す
。

◇
初
期
費
用
‥
８
４
０
円
＋
引
込
工
事
費（
現

在
は
無
料
）

◇
ひ
か
り
電
話
サ
ー
ビ
ス
‥
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の

加
入
者
で
月
額
５
２
５
円
を
払
う
と
、
電

話
番
号
を
変
え
な
く
て
も
、
全
国
一
律
３

分
８
・
４
円
で
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
電
話
契
約
を
休
止

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
月
額
電
話
基
本

料
１
、
６
８
０
円
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

市
内
に
は
、
現
在
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
交
換
局

が
十
日
町
・
土
市
・
飛
渡
・
下
条
・
千
手
・

仙
田
・
田
沢
・
松
代
・
室
野
・
松
之
山
の
10

局
舎
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
人
口
が
一
番
多

い
十
日
町
局
舎
エ
リ
ア
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
整
備
し

ま
す
。
残
り
の
９
局
舎
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、

局
舎
と
家
庭
直
近
の
電
柱
ま
で
の
光
フ
ァ
イ

バ
を
市
が
整
備
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
有
償
で
貸
し

出
し
ま
す
。
加
入
予
約
申
込
数
に
よ
っ
て
は
、

十
日
町
局
舎
エ
リ
ア
以
外
も
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
整
備

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

実
現
す
る
と
、
市
の
初
期
投
資
が
さ
ら
に
低

減
さ
れ
ま
す
。

連
携
事
業
者
の
提
案
内
容
に
つ
い
て

※
次
回
も
連
携
事
業
者
の
提
案
内
容
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

根津　崇 さん

1984年生

むつみ幼稚園・保育園勤務

自分は保育園のお父さん！

先月の和田愛さんからバトンタッチ。

25

保
育
者
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
の
は
、
高
校
３
年

の
夏
で
す
。
従
弟

い
と
こ

や
後
輩
の
面
倒
を
み
る
の
が
好
き

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
人
に
何
か
を
教
え
る
人
に
な

り
た
か
っ
た
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
が
保
育
者
で
し
た
。

こ
の
春
４
年
制
の
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
ま
し

た
。
職
場
は
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
が
、
大
学
生
の

と
き
に
女
性
の
多
い
環
境
で
鍛
え
た
の
で
大
丈
夫

（
笑
）。
自
分
は
保
育
の
場
は
家
庭
と
同
じ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
女
性
保
育
者
が
お
母
さ
ん
、
男
性
が
お

父
さ
ん
で
す
。
今
は
現
場
に
男
性
保
育
者
が
少
な
い

で
す
が
、
今
後
同
じ
思
い
の
男
性
が
増
え
る
と
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
す
ね
。
得
意
の
ス
ポ
ー
ツ
を
生
か
し

た
、
自
分
ら
し
い
保
育
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
た
く
さ
ん
経
験
を
積
ん
で
勉
強
し
、

将
来
的
に
は
大
学
で
学
ん
だ
家
族
心
理
学
を
生
か
し
、

家
族
支
援
と
し
て
家
庭
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応

じ
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い
で
す
。

何
気
な
く
「
先
生
大
好
き
！
」
と
言
っ
て
く
れ
る

子
ど
も
た
ち
に
、
日
々
癒い

や
さ
れ
て
い
ま
す
。「

こ
こ
ろ
の
健
康
」

シ
リ
ー
ズ
③

こ
こ
ろ
の
専
門
家
で
あ
る
精
神
科

医
師
が
相
談
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
、
毎
月
の
市
報
の
25
日
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
周
り
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、

専
門
の
医
療
機
関
や
保
健
所
と
市
が

行
っ
て
い
る『
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
』

な
ど
で
相
談
す
る
よ
う
勧
め
ま
し
ょ

う
。」

国
の
調
査
で
は
２
人
に
１
人
が
日

常
生
活
で
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
て
い
ま
す
。悩
み
や
ス
ト
レ
ス
と
上

手
に
付
き
合
う
こ
と
は
こ
こ
ろ
の
健

康
を
保
つ
た
め
に
と
て
も
重
要
で
す
。

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

◆
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の
内
容

◆
整
備
方
法

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
る
人
の
割
合
が
一

番
高
か
っ
た
の
は
男
女
共
40
歳
代
で

し
た
。
仕
事
や
家
事
、
介
護
な
ど
ス

ト
レ
ス
が
多
く
な
る
年
代
で
す
。
遠

〈
サ
ブ
目
標
〉

ス
ト
レ
ス
を
よ
く
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
人
の
割
合
を
減
少
さ
せ
る

（
現
状
値
19
％→

目
標
値
23
年
度
15
％)

（
現
状
値
80
％→

目
標
値
23
年
度
83
％)

〈
重
点
目
標
〉

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
に
、

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
人
を
持
っ

て
い
る
人
の
割
合
を
高
め
る

ス
ト
レ
ス
解
消
法
に
は
、
ぐ
っ
す

り
眠
る
・
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

摂
る
・
適
度
な
運
動
を
す
る
・
ゆ
っ

た
り
入
浴
す
る
・
笑
い
と
遊
び
で
緊

張
を
ほ
ぐ
す
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

「
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
自
分
な
り
の

解
消
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。」

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
自
分
な
り
の

方
法
が
あ
る
人
の
割
合
を
高
め
る

（
現
状
値
73
％→

目
標
値
23
年
度
76
％)

仕
事
（
家
事
を
含
む
）
以
外
で
、

や
り
が
い
や
楽
し
み
な
ど
が
あ
る

人
の
割
合
を
高
め
る

（
現
状
値
81
％→

目
標
値
23
年
度
85
％)

や
り
が
い
や
楽
し
み
は
こ
こ
ろ
の

休
養
や
栄
養
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
ろ

の
元
気
回
復
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

保
健
所
と
市
が
行
っ
て
い
る

「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を

知
っ
て
い
る
人
の
割
合
を
高
め
る

（
現
状
値
37
％→

目
標
値
23
年
度
41
％)
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本町分庁舎（本町２）に「若者のためのしごと相談所・ジ

ョブカフェ」がオープンしました。「やりたい仕事がみつか

らない」「面接はどうやって受けるの」「転職したい」など、

仕事に関する悩みや素朴な疑問などに専門のカウンセラーが

アドバイス・相談に乗ってくれます。対象はおおむね30代

半ばまでの若者で、毎週木曜日午前10時から午後４時まで

一人50分が目安。担当するカウンセラーの斎藤美保子さん

は、「書類の書き方がわからない、自己PRが苦手など何でも

いいです。遊びに来る感覚で気楽にどうぞ」と利用を呼びか

けています。（要予約） 問合せ：1757-3139

６
月
24
日
a
、
佐
渡
市
お
ん
で
こ
ド
ー
ム
で

行
わ
れ
た
第
23
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
新

潟
予
選
会
（
兼
県
大
会
）
で
、
十
日
町
チ
ー
ム

が
団
体
戦
で
優
勝
を
果
た
し
、
全
国
大
会
（
７

月
29
日
a
・
両
国
国
技
館
）
へ
の
出
場
を
決
め

ま
し
た
。
県
内
の
強
豪
11
チ
ー
ム
１
０
７
人
が

参
加
す
る
な
か
、
予
選
の
ブ
ロ
ッ
ク
戦
、
決
勝

の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
の
接
戦
を
制
し
、
み
ご

と
13
年
ぶ
り
の
団
体
戦
優
勝
。
個
人
戦
で
も
片

桐
瞬
さ
ん
（
10
歳
・
白
倉
）
が
優
勝
す
る
な
ど

各
選
手
が
健
闘
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
に
出
場

す
る
十
日
町
チ
ー
ム
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

気楽にどうぞ　ジョブカフェ

第26回十日町小唄日本一優勝大会

全
国
大
会
へ
　
は
っ
け
よ
い
！

三
好
園
四
ツ
宮
内
覧
会

tokamachi topics

７月１日a、キナーレで「弾！暖！団！第２弾」（LIVE☆

LIFE☆LOVE主催）が開催されました。多国籍屋台やクラフ

ト市など約60店舗が軒を連ねる「だんだんふりま」が開かれ

るなか、キナーレ中央の池で「灯遊」の演出による約1,000

個のキャンドルを灯す「100万人のキャンドルナイト」を実

施。夕暮れからは「ASA-CHANG&巡礼」によるパーカッシ

ョンライブが行われ、幽玄な雰囲気で来訪者を魅了しました。

６月30日gにはエコマールと情報館で、映画「六ヶ所村ラ

プソディー」の上映も行われるなど、恒例の震災復興活力イ

ベントは梅雨を追い払うかのようなにぎわいをみせました。

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、
十
日
町
市
芸
術
協
会

（
小
林
順
二
会
長
）
主
催
に
よ
る
十
日
町
市
芸

術
協
会
会
員
展
が
、
６
月
23
日
g
・
24
日
a
の

両
日
、
市
民
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
16
回
を
数
え
る
こ
の
会
員
展
に
は
、

日
本
画
・
洋
画
・
版
画
・
現
代
美
術
・
彫
刻
・

工
芸
・
写
真
の
７
部
門
に
約
80
点
の
作
品
を
展

示
。
会
場
に
は
、
２
日
間
で
約
７
０
０
人
が
足

を
運
び
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作
品
を
て
い
ね
い
に

鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
併
せ
て
市
民
の

た
め
の
美
術
館
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
建
設
基
金
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
小
品
展
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

水上ライブにキャンドルのともしび

第
16
回
市
芸
術
協
会
会
員
展

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

７月１日a、クロス10で第26回十日町小唄日本一優勝大会が開催

されました。今大会では、少年少女の部は中澤神奈子さん（魚沼市・

12歳）、60歳未満の部は笹岡亜矢さん（長岡市・23歳）、60歳以上

の部は浅見幸子さん（新潟市・67歳）がそれぞれ優勝し、笹岡さん

が総合優勝を果たしました。笹岡さんは、「優勝すると思ってなかっ

たので信じられません。気持ちよく唄えたので満足です。これからも

十日町小唄を唄い続けていきたい」と喜びを語りました。今年の出場

申込者は３部門合わせて114人。市内からはもちろん、遠くは三重県

からの参加もありました。市内外から訪れた約400人の観客は、見事

な唄声を披露した出場者たちに大きな拍手を送っていました。

松之山温泉組合「人に優しい宿づくり賞」優秀賞に

6月４日b、愛媛県の道後温泉で開催された全国旅館生活衛生同業

組合連合会主催の「第10回人に優しい地域の宿づくり賞」で、松之

山温泉組合が優秀賞を受賞しました。同組合は３年前から棚田スポッ

トとして人気のある天水島「留守原の棚田」の保全活動と農作業体験

活動を行っており、その取り組みが高く評価されたものです。高齢で

耕作が困難となった棚田を守るために立ち上がり、田植えや稲刈りな

ど組合員の家族や県内外からの応援を受けながら活動を続けていま

す。柳一成温泉組合長は、「ないものねだりはもうやめて、先達から

与えられた大事なモノを受け継いでいきたい。無理のない、スローな

里山のペースで進んでいけばいいと感じています」と話していました。

６
月
23
日
g
・
24
日
a
の
２
日
間
、
複
合
型

介
護
施
設
「
三
好
園
四
ツ
宮
」（
本
町
５
）
の
内

覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
施
設
は
、
地
域
密

着
型
の
施
設
と
し
て
、

十
日
町
寿
福
祉
会
に

よ
り
新
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
最
期
ま
で
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
願
う
要
介

護
者
の
人
た
ち
の
24
時
間
を
支
え
る
た
め
、「
通

い
」「
訪
問
」「
宿
泊
」「
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
」
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
内
覧
会
に
は
、

２
日
間
で
約
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

問
合
せ：

三
好
園
四
ツ
宮
1
７
５
０
│
５
２
８
８

（福）



●
日
時
＝
①
７
月
29
日
a
②
８
月
４

日
g
午
前
９
時
〜
正
午
（
受
付
８
時

30
分
）
●
会
場
＝
①
十
日
町
地
域
消

防
本
部
②
南
分
署
●
受
講
料
＝
無
料

●
定
員
＝
各
日
先
着
30
人
※
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
内
容
＝
心
肺
蘇
生
法
・
自
動
体
外

式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
取
扱
い

訓
練
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
①
７
月

24
日
c
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本

部
（
1
７
５
７
│
０
１
１
９
）
②
７

月
30
日
b
ま
で
に
南
分
署
（
1
７
６

５
│
２
４
８
０
）

●
日
時
＝
８
月
４
日
g
午
後
７
時
〜

（
開
場
６
時
30
分
）●
会
場
＝
市
民
会

館
●
入
場
料
＝
大
人
２
、
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
、
０
０
０
円
●
チ
ケ

ッ
ト
販
売
＝
中
央
公
民
館
ま
た
は
各

地
区
公
民
館
●
問
合
せ
＝
生
涯
学
習

課
（
1
７
５
７
│
８
９
１
８
）

魚
と
り
や
川
の
生
物
な
ど
を
勉
強

し
ま
す
。
●
日
時
＝
７
月
30
日
b
午

前
９
時
〜
●
集
合
場
所
＝
博
物
館
●

対
象
＝
小
学
４
〜
６
年
生
●
参
加
費

＝
５
０
０
円
（
消
耗
品
・
保
険
料
）

●
定
員
＝
先
着
20
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
７
月
18
日
d
ま
で
に
博
物
館

（
1
７
５
７
│
５
５
３
１
）

千
手
観
音
の
例
祭
。
歌
謡
シ
ョ
ー

や
露
店
、
花
火
大
会
が
あ
り
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
16
日
（
海
の
日
）
午

後
７
時
〜
●
会
場
＝
千
手
観
音
（
友

重
）
●
問
合
せ
＝
川
西
観
光
協
会

（
1
７
６
８
│
４
９
５
１
）

釜
川
上
流
に
あ
る
七
ツ
釜
公
園

で
、
田
代
集
落
の
伝
統
芸
能
「
神
楽
」

や
「
水
取
神
事
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
７
月
15
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
七
ツ
釜
公
園
●

問
合
せ
＝
な
か
さ
と
清
津
観
光
協
会

（
1
７
６
３
│
３
１
６
８
）

●
期
間
＝
７
月
15
日
a
〜
８
月
21
日

c
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
※
毎
週
水

曜
日
は
定
休
日
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ

き
も
の
歴
史
館
●
入
場
料
＝
大
人
３

０
０
円
、
中
学
生
１
０
０
円
、
小
学

生
以
下
無
料
●
展
示
＝
十
日
町
友

禅
、
十
日
町
紬
、
越
後
上
布
、
小
千

谷
ち
ぢ
み
な
ど
約
35
点
●
問
合
せ
＝

キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

国
民
生
活
金
融
公
庫
、
丸
経
資
金
、

市
・
県
制
度
融
資
な
ど
、
夏
期
決
済

資
金
や
賞
与
等
運
転
資
金
及
び
設
備

資
金
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
●

日
時
＝
７
月
17
日
c
午
前
10
時
〜
午

後
６
時
●
会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議

所
●
持
参
す
る
も
の
＝
過
去
２
期
分

の
決
算
書
・
申
告
書
、
直
近
の
試
算

表
、
印
鑑
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
前

日
ま
で
に
十
日
町
商
工
会
議
所
（
駅

前
）（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

●
日
時
＝
７
月
28
日
g
午
後
６
時
〜

８
時
●
会
場
＝
三
好
園
園
庭
（
下
条

中
央
通
り
）
●
内
容
＝
夜
店
、
盆
踊

り
、
花
火
な
ど
●
問
合
せ
＝
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
三
好
園
（
1
７
５
６

│
２
１
０
６
）

●
日
時
＝
７
月
17
日
c
午
後
７
時
〜

８
時
45
分
（
開
場
６
時
30
分
）
●
会

場
＝
市
民
会
館
●
参
加
費
＝
無
料
●

講
師
＝
高
橋
史
朗
氏
（
明
星
大
学
教

授
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
青
年
会
議

所
（
1
７
５
７
│
５
１
１
１
）

ひ
と
足
早
く
、
盆
踊
り
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
７
月
25
日
d

午
後
１
時
〜
３
時
15
分
●
会
場
＝
市

民
体
育
館
●
参
加
費
＝
無
料
●
問
合

『魚沼を学ぶ』
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

せ
＝
十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
田

口
（
1
７
５
２
│
２
６
８
３
）

●
日
時
＝
７
月
21
日
g
午
後
７
時
〜

（
開
場
６
時
30
分
）●
会
場
＝
ラ
ポ
ー

ト
十
日
町
●
入
場
料
＝
３
、
０
０
０

円
●
出
演
＝
Ｍ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
ジ
ャ
ズ
カ

ル
テ
ッ
ト
●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
イ
ト

ー
楽
器
、
オ
ギ
ノ
楽
器
店
ほ
か
●
問

合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
1
７
５

２
│
３
６
０
８
）

●
日
時
＝
７
月
21
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
（
大
道
芸
は
午
前
11
時
・

午
後
１
時
30
分
〜
）
●
会
場
＝
キ
ナ

ー
レ
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝

加
賀
書
院
（
1
７
５
２
│
２
１
１
４
）

●
日
時
＝
７
月
29
日
a
午
後
１
時
30

分
〜
（
開
場
１
時
）
●
会
場
＝
十
日

町
商
工
会
議
所
●
入
場
料
＝
無
料
●

曲
目
＝
「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星

を
」「
大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
ほ
か
●

問
合
せ
＝
松
沢
（
1
７
５
７
│
２
３

０
２
）

●
日
時
＝
７
月
21
日
g
・
22
日
a
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
●
会
場
＝
坪
山

公
民
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
内
容
＝

絵
付
け
ひ
ょ
う
た
ん
の
展
示
●
問
合

せ
＝
中
村
（
1
７
６
８
│
２
４
７
０
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
水
泳
教
室
（
毎
週

月
・
木
曜
日
）
と
水
泳
入
門
教
室
（
毎

週
火
・
金
曜
日
）
の
無
料
体
験
会
を

実
施
し
ま
す
。
●
期
間
＝
７
月
17
日

c
〜
31
日
c
午
前
11
時
30
分
〜
12
時

30
分
※
回
数
制
限
な
し
●
会
場
＝
十

日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
●

参
加
費
＝
無
料
※
保
険
料
と
し
て
１

回
１
０
０
円
●
持
ち
物
＝
水
泳
用
具

一
式
●
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
1
７
５
８
│
３

３
４
３
）

●
日
時
＝
８
月
５
日
a
午
前
８
時
30

分
〜
●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●
種
目

＝
①
女
性
の
部
②
男
女
混
合
の
部
●

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人
●
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
２
、

０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７

月
27
日
f
ま
で
に
、所
定
の
用
紙（
申

込
み
先
に
配
置
）に
記
入
し
高
橋（
1

０
９
０
│
３
３
３
３
│
４
１
４
３
）

20
年
４
月
に
入
学
す
る
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
せ

て
く
だ
さ
い
。
●
募
集
定
員
＝
稲
作

経
営
科
40
人
程
度
、
園
芸
経
営
科
30

人
程
度
、
畜
産
経
営
科
10
人
程
度
●

問
合
せ
＝
新
潟
県
農
業
大
学
校
教
育

科
（
1
０
２
５
６
│
72
│
３
１
４
１
）

ま
た
は
十
日
町
農
業
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
（
1
７
５
７
│
５
５
１
８
）

業
種
・
地
域
・
企
業
規
模
を
問
わ

な
い
総
合
産
業
見
本
市
の
出
展
募
集

で
す
。
●
会
期
＝
11
月
８
日
e
・
９

日
f
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
●
会
場

＝
新
潟
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
●
展

示
規
模
＝
１
８
０
小
間
●
出
展
料
＝

１
０
５
、
０
０
０
円
／
１
小
間
（
３

ｍ
×
３
ｍ
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

８
月
20
日
b
ま
で
に
新
潟
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
メ
ッ
セ
２
０
０
７
実
行
委
員
会

事
務
局
（
1
０
２
５
│
２
２
３
│
１

１
５
０
）

母
子
家
庭
の
母
親
な
ど
の
オ
フ
ィ

ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
受
講
生
募
集
で
す
。

●
日
時
＝
▼
準
備
講
習
‥
９
月
３
日

b
〜
７
日
f
午
前
９
時
35
分
〜
午
後

２
時
40
分
▼
座
学
訓
練
‥
９
月
11
日

c
〜
12
月
７
日
f
午
前
９
時
35
分
〜

午
後
３
時
35
分
●
会
場
＝
上
越
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
上
越
市
）
●

受
講
料
＝
無
料
※
教
材
費
な
ど
１

２
、
０
０
０
円
程
度
の
負
担
有
り
●

定
員
＝
15
人
●
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン
の

基
礎
・
応
用
な
ど
の
知
識
・
技
能
の

習
得
●
申
込
み
＝
８
月
３
日
f
ま
で

に
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
●
問
合
せ

＝
県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
1

０
２
５
│
５
４
５
│
２
１
９
０
）

十
日
町
市
皇
居
勤
労
奉
仕
団
妻
有

会
で
は
第
35
回
奉
仕
団
員
を
募
集
し

ま
す
。
●
期
日
＝
20
年
４
月
（
４
泊

５
日
）
●
参
加
費
＝
７
３
、
０
０
０

円
●
定
員
＝
先
着
50
人
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
８
月
31
日
f
ま
で
に
片
桐

久
作
（
1
７
５
７
│
３
９
４
８
）

普
通
救
命
講
習
会

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
弦
楽

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
公
演

子
ど
も
博
物
館

信
濃
川
に
親
し
む

千
手
観
音
十
七
夜
祭
り

き
も
の
歴
史
館

十
日
町
・
魚
沼
地
方
き
も
の
展

申込み・問合せ＝博物館（1757－5531）

●会　場＝博物館　　　●受講料＝無　料

●講義時間＝各回とも午後１時30分～３時30分　

●申込み＝７月18日dまでに、博物館に申込書を提出

期　日

７月21日g

７月28日g

８月４日g

３
回
シ
リ
ー
ズ

講　　　師 タイトル・内容

貝 瀬 　 香 氏
（鈴木牧之記念館学芸員）

魚沼の文化交流を探る
～鈴木牧之の交友から～

高石真理子氏
（トミオカホワイト美術館学芸員）

石 原 正 敏 氏
（十日町市博物館学芸員）

白の世界に魅せられて
～富岡惣一郎と魚沼～

魚沼の大地と火焔型土器
～故郷の縄文時代～

平成19年度
博物館講座

十日町市の大部分は古い時代から魚沼郡に属しています。魚沼は雪深く、越

後縮を始めとした織物の盛んな土地として知られていました。

講座では今年から、私たちの故郷・魚沼について学びます。

１回目

２回目

３回目

金
融
相
談
会

第
２
回
「
親
学
の
ス
ス
メ
」

児
童
・
思
春
期
こ
こ
ろ
の
教
育

三
好
園
納
涼
大
会

十
日
町
軽
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

納
涼
盆
踊
り
の
集
い

か
え
っ
こ
シ
ョ
ッ
プ

＆
大
道
芸
も
も
っ
ち
さ
ん

中
之
島
流
十
日
町
大
正
琴
愛
好
会

第
15
回
お
さ
ら
い
会

問合せ スポーツ振興課1752-4377

※詳細はホームページでチェック！

▲期間 7月22日A～7月28日G

▲会場 クロアチアピッチ

▲宿泊 ベルナティオ

アルビレックス新潟
十日町市キャンプ

新
潟
県
農
業
大
学
校

学
生
募
集

水
泳
教
室
無
料
体
験
会

市
内
の
プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す

坪
山
愛
瓢
会

絵
付
ひ
ょ
う
た
ん
展
示
会

七
ツ
釜
ま
つ
り

ジ
ャ
ズ
共
和
国

第
53
回
国
会
ラ
イ
ブ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

新
潟
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

２
０
０
７
出
展
募
集

県
立
上
越
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

皇
居
勤
労
奉
仕
団
団
員
募
集

※プール開設期間中は（ ）内の番号に問い合わせてください。

施設名

市民プール

松代プール

室野プール

蒲生プール

松之山プール

開設期間 問合せ使用料

一般・高校生
300円

小・中学生
200円
幼児
100円

定休日

な
　
し

開場時間

午前９時～午後６時
（8月13日以降は午後5時まで）

７月28日g～

８月30日e

７月27日f～
８月26日a

午前９時～
午後５時

午前10時～午後５時

597-2301
（597-3607）

597-2301
（598-2715）

597-2301
（597-3273）

596-2265
（596-2194）

752-4377
（752-0737）

７月25日d～
８月26日a
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査
結
果
は
統
計
を
作
る
た
め
の
み
に

使
用
し
ま
す
。
７
月
下
旬
か
ら
８
月

末
ま
で
調
査
員
が
お
た
ず
ね
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
調
査
対
象
地
域
＝
十
日
町
市
下
条

１
丁
目
〜
４
丁
目
、
下
組
●
問
合
せ

＝
県
統
計
課
（
1
０
２
５
│
２
８
５

│
５
５
１
１
）

薬
物
乱
用
防
止
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。」
普
及
運
動
が
７
月
19
日
e
ま

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
を
中

心
に
世
界
中
で
急
増
し
て
い
る
麻
薬

や
覚
せ
い
剤
の
乱
用
は
、
心
や
体
を

む
し
ば
む
ば
か
り
で
な
く
、
家
庭
の

崩
壊
や
悲
惨
な
事
件
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
薬
物

乱
用
の
撲
滅
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医
療

係
（
内
線
１
２
７
）

病
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ
れ
る

輸
血
用
血
液
は
、
す
べ
て
善
意
の
献

血
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
長

期
保
存
が
で
き
な
い
た
め
、
１
年
を

通
じ
て
安
定
し
た
献
血
量
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
献
血
日
程

は
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
※
県
内
の
献
血
ル
ー
ム

で
は
毎
日
献
血
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
●
問
合
せ
＝
健
康
支
援
課
地
域
医

療
係
（
内
線
１
２
７
）

８
月
２
日
e
〜
７
日
c
の
間
、
担

当
医
師
不
在
の
た
め
小
児
科
を
休
診

し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
県
立
十
日
町

病
院
（
1
７
５
７
│
５
５
６
６
）

人
体
に
は
感
染
し
ま
せ
ん
が
、
ま

ん
延
防
止
の
た
め
、
コ
イ
の
移
動
や

取
扱
い
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
河
川
湖
沼
で
釣
っ
た
コ
イ
を
持
ち

帰
っ
て
池
や
川
に
放
さ
な
い
②
コ
イ

の
移
動
を
自
粛
す
る
③
死
ん
だ
コ
イ

は
焼
却
ま
た
は
埋
却
し
、
河
川
湖
沼

に
捨
て
な
い
④
コ
イ
の
購
入
な
ど
の

際
は
安
全
性
を
確
か
め
る
●
問
合
せ

＝
農
林
課
農
業
振
興
係
（
内
線
２
４

８
）
ま
た
は
各
支
所
農
林
課

飲
酒
運
転
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

に
、
７
月
か
ら
、
中
里
・
津
南
方
面
に

向
け
て
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
出
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
と
警
察
署
、
地
区
交
通

安
全
協
会
の
働
き
か
け
に
、
十
日
町

地
区
タ
ク
シ
ー
協
会
が
賛
同
し
実
施

さ
れ
る
も
の
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
毎
週
金
・
土
曜
日
の

午
後
10
時
30
分
●
乗
車
場
所
＝
Ｊ
Ｒ

十
日
町
駅
東
口
ほ
か
●
料
金
＝
山
崎

ま
で
１
人
２
、
０
０
０
円
（
途
中
下

車
可
）
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
区
タ

ク
シ
ー
協
会
（
明
石
交
通
1
７
５
７

│
３
３
６
０
）

●
配
布
期
間
＝
〜
７
月
20
日
f
●
配

布
場
所
＝
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議

会
本
所
・
各
支
所
●
問
合
せ
＝
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
1
７
５
０

│
５
０
１
２
）

Ｊ
Ｒ
信
濃
川
発
電
所
で
は
、
河
川

で
の
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
ダ
ム

放
流
警
報
用
サ
イ
レ
ン
・
ス
ピ
ー
カ

ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
か
ら

水
を
放
流
す
る
と
き
は
警
報
を
流
す

の
で
、
早
め
に
安
全
な
場
所
へ
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。
警
報
に
気
付
か
な

く
て
も
増
水
し
て
き
た
ら
急
い
で
待

避
し
て
く
だ
さ
い
。
※
７
月
20
日
f

〜
８
月
31
日
f
、
10
月
１
日
b
〜
11

月
９
日
f
は
増
水
が
早
い
の
で
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝

Ｊ
Ｒ
東
日
本
信
濃
川
発
電
所
（
1
０

２
５
８
│
82
│
２
７
０
２
）

最
低
賃
金
制
度
は
、
ア
ル
バ
イ
ト

や
臨
時
採
用
な
ど
の
雇
用
形
態
を
問

わ
ず
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
最
低
賃
金
を
し

っ
か
り
守
っ
て
労
働
条
件
の
改
善
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝

新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

（
1
０
２
５
│
２
３
４
│
５
９
２
４
）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

●
受
付
期
間
＝
①
海
上
保
安
学
校
７

月
24
日
c
〜
８
月
７
日
c
②
海
上
保

安
大
学
校
８
月
30
日
e
〜
９
月
11
日

c
●
採
用
人
数
＝
①
約
１
８
０
人
②

45
人
●
試
験
期
日
＝
①
９
月
30
日
a

②
11
月
３
日
g
・
４
日
a
●
試
験
地

＝
新
潟
市
ほ
か
●
身
分
・
給
与
＝
20

年
４
月
の
入
校
と
同
時
に
国
家
公
務

員
と
な
り
在
学
中
は
月
額
約
14
万
円

を
支
給
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
第
九

管
区
海
上
保
安
部
総
務
部
人
事
課

（
1
０
１
２
０
│
４
４
４
│
５
７
６
）

●
日
時
＝
７
月
28
日
g
〜
29
日
a
●

参
加
費
＝
２
０
、
０
０
０
円
●
定
員

＝
先
着
25
人
●
事
前
説
明
会
＝
７
月

20
日
f
午
後
８
時
〜
（
中
里
総
合
セ

ン
タ
ー
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
７

月
15
日
a
ま
で
に
清
津
山
の
会
事
務

局
（
1
０
９
０
│
１
９
９
３
│
４
９

２
５
）

い
っ
し
ょ
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
毎
週
土
曜

日
午
前
９
時
〜
正
午
●
会
場
＝
中
央

公
民
館
●
講
師
＝
上
村
セ
イ
さ
ん
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
山
川
（
1
７
５

７
│
５
８
２
０
）

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
期
限
は

６
月
29
日
f
で
す
。
ま
だ
提
出
し
て

い
な
い
受
給
者
は
早
急
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
●
提
出
場
所
＝
本
庁
お

よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課
●
持
参
す

る
も
の
＝
児
童
手
当
現
況
届
、
印
鑑
、

年
金
加
入
証
明
ま
た
は
受
給
者
の
健

康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
の
写
し

（
国
民
年
金
加
入
者
は
不
要
）
※
代

理
人
で
も
手
続
き
可
（
受
給
者
本
人

の
印
鑑
を
持
参
）
●
問
合
せ
＝
市
民

生
活
課
年
金
係
（
内
線
１
６
７
・
１

６
８
）

紙
類
の
資
源
ご
み
を
出
す
と
き
は
、

種
類
別
に
紙
ひ
も
を
使
っ
て
結
ぶ
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ビ
ニ

ー
ル
ひ
も
な
ど
は
切
り
取
っ
て
処
分

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
資
源
と

し
て
回
収
さ
れ
た
紙
類
か
ら
紙
ひ
も

が
再
生
さ
れ
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
環

境
衛
生
課
（
1
７
５
２
│
３
９
２
４
）

廃
棄
物
処
理
施
設
の
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。
毎
日
出
し
て
い
る
ご
み

の
処
理
方
法
を
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
７
月
25
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
５
時
●
見
学
場
所
＝
市
内
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
、
川
西
有
機
セ
ン
タ
ー

ほ
か
●
定
員
＝
先
着
30
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
７
月
20
日
f
ま
で
に

十
日
町
市
消
費
者
協
会
（
市
民
生
活

課
環
境
政
策
室
内
内
線
１
５
８
）

設
置
費
・
維
持
費
は
町
内
負
担
で

す
。
８
月
10
日
f
ま
で
に
町
内
単
位

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
環
境
政

策
室
（
内
線
１
５
８
）
ま
た
は
各
支

所
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
末
現
在

で
常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇
用
す

る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
を
行
い
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
賃
金
や
労
働
時
間
、
労

働
者
数
の
動
向
を
都
道
府
県
別
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
調

●十日町市へ＝㈱北越銀行（3,000,000円）

●情報館へ＝登坂尚志（西浦東）丸山浩（稲

葉）西方幸男（川原町）上村弘樹（土市１）

庭野勇吉（高田町３西）

●博物館へ＝松井定延（美雪町３）中林音蔵

（上町）高橋ハマ子（中条八幡）

６月25日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

７月25日Dから、現在の事務

所（本町５丁目）が伊達第３（〒
949-8522伊達甲971-1・旧JA
十日町伊達支店）に移転します。
●問合せ＝^十日町地域シルバ

ー人材センター（1757-5708）

ア
ロ
ハ
・
ビ
ヨ
ン
・
ザ
・

リ
ー
フ
会
員
募
集

紙
類
資
源
ご
み
を
出
す
と

き
は
紙
ひ
も
の
使
用
を

防
犯
灯
を
現
物
支
給
し
ま
す

毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
に
ご
協
力
を

パブリックコメント募集

●意見募集する案件：十日町市環境基本計画（素案）

●募集期間：19年７月17日c～８月10日f（必着）

●素案の閲覧場所：本庁市民生活課、支所市民生活課、中央・中条・吉

田・下条・水沢公民館、情報館、市ホームページ（http://www.city.

tokamachi.niigata.jp/）※７月17日cから閲覧できます。

●意見提出方法：住所、氏名、電話番号を明記のうえ、修正などの必要

な個所のページ及び修正内容とその理由について明記し、持参、郵送、

ファックス（「環境政策室あて」と記入）または電子メールで提出し

てください。書式は定めません。

●意見の反映：意見集約後、内容検討のうえ計画への反映に努めます。

●提出先・問合せ：〒948-8501 十日町市千歳町３丁目３番地　市民生

活課環境政策室環境企画係（内線157・158） FAX 752-4635

電子メール　th-shimin@city.tokamachi.niigata.jp

十日町市では、環境基本計画を策定しています。このたび、素案が

まとまりましたので、市民の皆さんからの意見を募集します。

県
立
十
日
町
病
院

小
児
科
休
診
の
お
知
ら
せ

信
濃
川
の
増
水
に
注
意
！

守
ろ
う
！
新
潟
県
の
最
低

賃
金
は
１
時
間
６
４
８
円

廃
棄
物
処
理
施
設
見
学
会

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
は

薬
物
乱
用
防
止
の
合
言
葉

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

六日町社会保険事務所では、年金記録などの照会について、業務時

間を延長して受け付けています。休日も年金相談に対応します。

●業務時間：７月中の平日は午前８時30分～午後７時

●休日の年金相談：７月14日g午前９時30分～午後４時（このほかの

７月の土・日曜日についても開庁予定）

※電話での相談は「ねんきんダイヤル」（10120-657830）が利用で

きます。（土・日も含め24時間受付）

●問合せ：六日町社会保険事務所　1025-770-2211

清
津
山
の
会
・
鳥
海
山
登
山

７
月
は
「
愛
の
献
血
助
け

合
い
運
動
」
月
間
で
す

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病

ま
ん
延
防
止
に
ご
協
力
を

乗
合
タ
ク
シ
ー
運
転
開
始

19
年
度
海
上
保
安
学
校
・

海
上
保
安
大
学
校
学
生
募
集

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験
案
内
配
布

年金記録などに関する相談について

（社）十日町地域
シルバー人材センターの
事務所が移転します

▼
「
と
き
め
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
取
材
で
、

む
つ
み
幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
中
さ
ん
の
ク

ラ
ス
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
給
食
の
時
間
に

な
り
、
座
っ
て
配
膳
を
待
つ
子
ど
も
た
ち
が

〝
カ
タ
ツ
ム
リ
の
角
は
２
本
か
３
本
か
〞
に

つ
い
て
話
し
合
い
を
始
め
ま
し
た
。
さ
な
が

ら
子
ど
も
版
「
政
治
討
論
会
」。
意
見
は
平
行

線
で
結
論
は
出
な
か
っ
た
も
の
の
、
真
剣
な

瞳
、
ひ
た
む
き
で
純
粋
な
心
に
触
れ
、
ち
ょ

っ
と
感
動
を
覚
え
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

▼
公
民
館
の
婦
人
学
級
か
ら
誕
生
し
た
機
関

紙
「
ゆ
ず
り
葉
」
が
20
周
年
を
迎
え
た
と
の

こ
と
。
創
刊
か
ら
20
年
た
っ
た
今
も
手
書
き

で
作
ら
れ
て
い
る
紙
面
か
ら
は
、
手
作
り
な

ら
で
は
の
温
も
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
毎
年

８
月
の
「
戦
争
の
記
録
特
集
」
に
は
、
体
験

し
た
人
だ
か
ら
こ
そ
分
か
る
生
々
し
い
手
記

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
戦
争
を
知
ら
な

い
私
た
ち
へ
の
大
切

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

▼
「
パ
ン
パ
ー
ン
」。
小
気
味
よ
く
張
扇
で
釈

台
を
叩
く
音
が
会
場
に
響
き
渡
る
と
、
聞
き

入
る
大
人
も
子
ど
も
た
ち
も
皆
、
身
を
乗
り

出
し
ま
す
。
感
動
も
笑
い
も
絶
妙
な
間
や
調

子
の
取
り
方
で
、
ぐ
い
ぐ
い
と
聞
く
人
を
話

の
中
に
引
き
込
ん
で
い
く
の
で
、
モ
ク
ベ
エ

伝
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
頭
の
中
の
ス
ク
リ
ー

ン
に
鮮
明
に
描
写
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歴
史
は
貴
重
な
財
産
で
す
。
先
人
の
偉
業
や

出
来
事
は
、
後
々
ま
で
語
り
継
が
れ
て
私
た

ち
に
何
か
を
訴
え
か
け
ま
す
。

▼
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
郷
土
芸
能
や
文
化
を

伝
承
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
や
集
落
の
集
会
所
な
ど
で
地
域
の
大
人

た
ち
と
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
活
動
す
る
。
伝
統
を
守
る
と

い
う
こ
と
が
、
い
つ
ま
で
も
ふ
る
さ
と
に
思

い
を
寄
せ
る
気
持
ち

に
つ
な
が
る
ん
だ
と

思
い
ま
す
。

（優）（鈴）
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く
い
し
ん
ぼ
う
ク
ジ
ラ

クジラが小学校を食べちゃったんだ。ちょっとこわいけど、友だちや海の生きものがお腹の中で楽しそうに遊んでいるよ。教室も色を変えてきれいにしたんだ。

飯塚悠貴さん（１年）

鳥
と
ぼ
う
け
ん

私は大空高く飛
ぶ鳥が好きです

。その

鳥に乗って、虹
の橋を渡ったら

気持ちい

いだろうなぁ。
いろんな色のお

家がたく

さんある、きれい
なまちも飛びた

いです。

池田七菜さん（
２年）

海
の
な
か
ま
た
ち

水族館には、いろんな海の生き物がい
て驚きました。毛糸で魚を作ったら、う
ろこの感じが出て良かったです。夏休み
に海に行って、魚たちに会いたいです。

大久保将貴さん（３年）

自
分
の
う
ち
ば
き

難しそうだった
けどおもしろそ

うだっ

たので、うちばき
を描きました。う

ちばき

よりも床の色ぬ
りが難しかった

です。楽

しく上手に描け
たので気に入っ

てます。

太田可南子さん
（５年）

市民の動き

東
小
学
校

25

巨大タコ

海
ぞ
く
に
捕
ま
っ
た
タ
コ
た
ち
が
、

合
体
し
て
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
サ
メ

や
ク
ジ
ラ
よ
り
大
き
く
な
っ
て
、
仕
返

し
に
行
く
と
こ
ろ
で
す
。
大
き
な
吸
盤

で
悪
い
海
ぞ
く
を
や
っ
つ
け
ま
す
。

樋
口
　
旭
さ
ん
（
４
年
）

■人　口 62,277人（－18） 男 30,494人（－12） 女 31,783人（－6）
■世帯数 19,932世帯（＋13） 6月末現在（ ）は前月からの増減

な な

ゆう き

まさ き

か な こ

あ
さ
ひ

はねる城

バ
ネ
の
足
は
、
針
金
を
自
分
で
曲
げ

て
作
り
ま
し
た
。
こ
だ
わ
っ
た
の
は
星

の
と
こ
ろ
の
く
る
っ
と
し
た
加
減
。
こ

の
城
に
乗
っ
て
、
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ

に
世
界
中
を
旅
し
た
い
で
す
。

福
崎
拓
哉
さ
ん
（
６
年
）

た
く

や
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